
 

 

 

 

 

 

 

 

校 長  伊 藤 啓 博 

 

 昨年の学校だより10月号にて，私が奄美大島に赴任したときに，その時の校長先生（さつま町出身）

から教えられた言葉，「物事(ムン)ぬ 知り果てや 無(ね)ん」について紹介させていただきました。これ

は，「シマのことわざ ムンヌ シリハテヤ ネン」（日高潤郎 著 2004年）に掲載されている，奄美

大島のことわざの中の１つです。今回は，この中から「出(い)じゃしゃん言葉(ゆむた)や 呑(ぬ)みんき

ゃならん」を紹介させてください。 

 

～「イジャシャン ユムタ(クトゥバ)ヤ ヌミンキャ ナラン 

（言った言葉は 飲み込むことはできない）」～ 

 解説には， 

「心に思っていること，考えていることは，自然に言葉や顔に表れますので，『言葉は心の使い』とも

言うようです。一度口から出た言葉は取り返しはつきません。たとえ失言だったからと取り消しても，

心に刻まれたイメージは完全に消えません。『口は災いのもと』といって，口から出た言葉によってご

たごたが起こることがよくあります。だから，言った言葉には責任をもち，軽はずみなことを言っては

いけないと教えています。 

 日本人は，言葉には災いや幸福を左右する不思議な力があると「言霊」を信じていました。現在でも

めでたい場所では不吉な言葉は避けるように注意します。また，他人の感情を損なわないように言葉遣

いに大変気を遣う人もいます。「ものは言いようで角が立つ」とも言います。何気なく言ったことが相

手の感情を害して仲たがいになったり，親（教師）の不用意な言葉で子どもを傷つけたりすることもあ

ります。 

 人は言葉で憎まれたり，愛おしく思われたりするものです。『口と財布は締めるが得』とも言います。

話をするときは相手の身になって話すことが大切です。」 

と書かれていました。  

 現在は，SNSを通じて友達や家族と気軽にやりとりができ，また，社会にも一個人が発信できる時

代です。言葉には力があります。やさしい言葉は人を笑顔にし，乱暴な言葉は人を悲しませます。日常

生活だけでなく，SNSでも「心のこもった言葉」を大切にしましょう。 
 

 

 

 １０月２９日（水）・３０日（木），５・６年生が鹿屋市にある国立大隅青少年自然の家（通称：おおすみくん家）へ宿

泊学習に行きました。５年生にとっては，初めて学級の友達と宿泊する行事。忘れ物をしないように，休みの日から

準備をしていたようです。 

 １日目。学校で出発式。お家の人や先生方に見送られ，バスで出発です。自然の家に到着後，出会いのつどいを

行いました。自然の家の方から，「集団生活のマナーを守る場だから，時間をしっかり守り自分のことは自分です

る。」ということ，「挨拶をする・安全に過ごす・後片付けをしっかりする，この３つのスローガンがおおすみくん家に

はある」ということ，学校ではできない“学び”“発見”を体験してほしい。難しくてもやったことないことでも１回は

やってみて，新たな自分を発見しよう。」というお話がありました。この言葉を胸に，２日間の活動が始まりました。 

 １つ目の活動は，グリーンアドベンチャー。地図を基に番号が書いてある木を探し，辞書を引いて名前を当てる活

動です。地図と実際の山道がなかなか一致せず，苦労していました。２つ目は，ボルダリングとスラッグラインです。

ハーネスをつけ，反り立つ壁に挑戦していました。また，２つの支点の間に張り渡したベルト上のラインの上を歩く

スラッグラインでは，バランスを取りながら歩いていました。３つ目は，革細工です。牛革を円に切り，模様を入れた

り色を塗ったりして仕上げました。個性のあるキーホルダーができました。４つ目は，星空観察です。今どんな星が

見えるのか，星や太陽の色と温度など学習した後，実際に外に出て望遠鏡で月や土星などを観察しました。風が

とても強く寒かったのですが，細かいところまで見たこと，偶然に流星を見たことで大興奮の夜でした。 

 ２日目。活動のメインは野外炊飯です。カレーライスを作ります。薪の担当・調理の担当に分かれ，手際よく準備し

ていきました。この日は風が強く，炎が揺れ，鍋がなかなか沸騰せず苦労しましたが，みんなで扇いだり燃やして

いる薪が鍋の真ん中にくるよう調整したりして，どのグループもこげることなく美味しいカレーライスができました。 

 あっという間に時間が過ぎた２日間。この２日間，行動を共にして今まで以上に絆も深まったようです。また，少し

成長した様子を見ることもできました。これからも高学年として，みんなで協力しながら，原田小を引っ張ってくれる

ことを期待しています。 
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 ２日間の思い出は，初めてすることがたくさんあって

だめかもなあ，嫌だなと思っていたことが意外とでき

たことです。この経験から，何事も最初からあきらめ

てはダメだということを学びました。 

（５年生の思い出より） 

 ドキドキ・ワクワクな気持ちが心にあり，出発前はなか

なかねむれませんでした。星空観察では，晴れていて

星がきれいでした。望遠鏡で月がでこぼこしているの

も見ることができました。他にもたくさん見ることが

できてよかったです。        （6年生の作文より） 

イジャシャン ユムタ(クトゥバ)ヤ ヌミンキャ ナラン 



 

 

 １０月３１日金曜日，３年生が社会科見学に出かけました。行き先は，志布志警察署と志布志消防署です。この社

会科見学をずっと楽しみにしていた子もいました。 

 最初に見学したのは，志布志警察署です。２４時間交代制で働いていること，鹿児島県に交番は約７０カ所あり道

案内やパトロールをしていること，駐在所は約９０カ所あること，警察署には生活安全課・刑事課・地域課・交通課・

警備課などいろいろな役割があるということ，白バイとパトカーのサイレンは違うということなどを学びました。 

 次に，志布志消防署に行きました。出動していてないときは事務室にいること，１０人交代で出動すること，朝８時

半から次の日の８時半まで勤務すること，階段には降りやすいように柱がついていることなど学びました。 

 ３年生は学んだこと・見たことをすぐに詳しく報告してくれました。社会科見学は，教科書だけでは得られない社会

生活でのことを学ぶのに役立ちます。実際の生活で警察署の方や消防署の方を見たときに，学んだことを思い出

してほしいです。そして，私たちの生活をよりよくしていただいていることを忘れないでほしいです。 

   
 

 

 ４月に１・２年生と支援級で学校の畑にお芋の苗を植えました。しかし，なぜか今年は上手く育たず･･･それを見

た宮脇さんが，１１月４日火曜日，宮脇さんの畑での芋掘りをさせてくださいました。 

 宮脇さんの畑は，学校の職員駐車場の横にあるとても広い畑です。 事前に葉を取り芋が掘りやすい状態にして

くださっており，子どもたちは掘ってもいいと言われた範囲の中で，大きい芋を狙い，茎を引っ張りました。 

「見て！これ大きいよ！！」  「なんこも，つながっているのがとれたよ！！」  「ここもほっていい？」 

みんなでわいわい言いながら，掘り進めました。ある程度掘れたら，茎を切って芋だけをカゴの中に入れていきま 

した。そして，それをお土産で持たせてくださいました。子どもたちは持ってきた軍手や靴下が土で真っ黒になって

いましたが，それでも最後まで笑顔で，貴重な体験をすることができました。 

 宮脇さん，ありがとうございました。来年度は学校の畑も耕してくれるそうです。地域の皆さんのおかげで，子ども

たちは様々な体験をすることができます。 

   

 

 

 

 

 

 １１月７日金曜日，１・２年生は高齢者とのふれあい活動がありました。これは，原田校区高齢者の集いの１つで，

１・２年生と共に昔遊びを楽しむために行われました。体育館では朝から担当の方々が準備してくださっていました。

その中に入っていった１・２年生。「遊ぶところがたくさんあるよ。」「あっ，あれやりたい！」と遊びたいものをめざとく

見つけます。遊ぶ場所を，『お手玉・ビー玉・あやとり』「紙ヒコーキ・紙でっぽう」『竹でっぽう・しゅりけん』の３カ所

に分けてくださっていたので，子どもたちも３班に分かれ，時間を区切って全部の昔遊びを体験しました。紙鉄砲の

折り方を教わり，大きく音を鳴らしたり，一緒にあやとりやお手玉をやったり，手作りの竹でっぽうを使ってまとをね

らったりと，１時間様々な昔遊びを楽しみました。最後には，子どもたち手作りのお守りをプレゼントしました。 

 高齢者の方，社会福祉協議会の方，コミュニティの方など総勢３０名の方が子どもたち１４人のためにいろいろ考

え工夫をしてくださり，とても充実した時間を過ごすことができました。子どもたちの方からも，自分でどうするのか

聞きながら昔遊びをすることができました。 

   

 

１１／２５（火）～１２／５（金） 校内人権週間 

  ２日（火）～８（月） 家庭学習見届け週間  第4回PTA役員会 

４日（木） ゴミ０大作戦（５校時） 

５日（金） ４校集合学習（６年） 

８日（月）～１２日（金） 学期末まとめウィーク（朝活カット５時間授業） 

１１日（木） クラブ活動 

１３日（土） 土曜授業日 校内持久走大会 学級PTA 

１５日（月） 子ほめの日 

１６日（火） 

校内持久走大会予備日 

R８年度P会長・副会長及び 

専門部長副部長選出 

１９日（金） ふれあいサロン（５・６年）  がんがらちゃん 

２０日（土） 門松づくり 

２４日（水） ２学期終業式 大掃除 

２５日（木）～１／７（水） 冬休み 

 

～１年生のあきのはいくより～ 

 ○ いもほって ふくろにいっぱい うれしいな      ○ でかいいも やきいもにして たべたいな 

○ 竹でっぽうは，上と下にぬれたティッシュを入れて下から上にもう１本のたけをさしました。ごむでっぽうは，ごむ

とわりばしをつかっていました。ゴムでっぽうが２回うてれて、よかったです。 

○ お手玉をしました。お手本を見てやったらうまくできました。でも，さいしょはとてもむずかしくてできませんで

した。上たつしてうまくできるようになりました。                        ～２年生のふりかえりより～ 

12 月の行事予定  

 県民週間及び原田っ子フェス

タへ，多数のご参観ありがとうご

ざいました。次の大きな全校行事

は，12／13（土）の予定していま

す，校内持久走大会です。子ども

たちのがんばりを見て，励ましの

お言葉お願いします。 

 
（11/5 志布志市シェイクアウト訓

練の様子） 


